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事業報告 

 

㸯㸬会♫の⌧ἣ 

㸦㸯㸧事業の⤒㐣及び成果 

   当期のわが国⤒῭は、⡿中㈠易摩擦の影㡪など先⾜き不㏱明感があったものの企業収┈  

は堅ㄪに推⛣し、10月のᾘ㈝⛯増⛯後も個人ᾘ㈝は持ち┤しがみられるなど景Ẽは⦆やか

に回復していましたが、㸯月下旬からの国内外における新型コロナウイルスの感染拡大に

より急㏿に悪化し極めて厳しい≧ἣとなりました。 

   ⯟✵業⏺を取り巻く⎔境は、東京オリンピック・パラリンピック㛤催に向けて旺┒なゼ  

日外国人㟂せが⥆くという期待のなかで、今年 3 月末から㤳㒔圏✵ Ⓨ╔枠が拡大するな

ど、右⫪上がりの㟂せ拡大がぢ㎸まれていましたが、新型コロナウイルス感染拡大により、

㐠⯟便数の大幅なῶ少を余儀なくされ、旅客㟂せが急ῶし、῝刻な≧ἣとなりました。 

   2019 年度の岡山桃太㑻✵ の国内⥺・国㝿⥺利⏝⪅数は、➨ 3四半期までは前年度を上

回る勢いで推⛣してきましたが、新型コロナウイルス感染拡大の影㡪を受け、➨ 4 四半期

の利⏝⪅数が対前年同期ẚ 71.2%となり、年度ィで 1,503,792 人《対前年度ẚ 95.0%》とな

りました。(以下、《》内は対前年度ẚ) 

国内定期㊰⥺の利⏝⪅数は 3年振りにῶ少に㌿じ、1,243,679人《97.7%》となりました。東

京⥺は 1,058,911人《96.0%》、札幌⥺は 85,448 人《109.8%》、Ἀ⦖⥺は 99,320人《108.0%》で

した。 

≉に、国㝿定期㊰⥺の利⏝⪅数は、中国・㡑国における新型コロナウイルス㜵対⟇の影㡪

などから㛤 以来最多の利⏝⪅数であった昨年度から大幅にῶ少し、256,015 人《84.1%》とな

りました。 

ソウル⥺は、日㡑対❧に伴うボイコットジャパン㐠動によるゼ日㡑国人の⃭ῶにより、➨ 3

四半期までの利⏝⪅数が対前年同期ẚ 81.1%、年度ィの利⏝⪅数は、2 年㐃⥆の 10 万人㉸えか

ら一㌿し、70,021人《69.5%》となりました。 

上ᾏ⥺は、中国人の旺┒なゼ日㟂せ➼を⫼景に、➨ 3 四半期までの利⏝⪅数は対前年同期ẚ

101.9%と伸びていましたが、年度ィの利⏝⪅数は 57,015人《85.4%》となりました。 

㤶 ⥺は、㏨亡≢条例改ṇ案を契ᶵとした政情ΰ乱の中でも、➨ 3 四半期までの利⏝⪅数は

対前年同期ẚ 117.2%でしたが、年度ィの利⏝⪅数は 30,861人《94.1%》となりました。 

台北便は、台‴人の旺┒なゼ日㟂せ➼を⫼景に、➨ 3 四半期までの利⏝⪅数は対前年同期ẚ

104.0%と伸びていましたが、昨年度初めて 10 万人を㉸えた≧ἣからῶ少し、年度ィの利⏝⪅数

は 98,118人《94.1%》となりました。 

   チャーター便は、国内外に 30 便㐠⯟され、利⏝⪅数は 4,098人《75.9%》となりました。国    

  㝿便は、仁川やグアムなど 3便が㐠⯟され、利⏝⪅数は 1,032 人《47.1%》となり、国内便は、 
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北ᾏ㐨、東北、▼垣島など 27便が㐠⯟され、利⏝⪅数は 3,066人《95.5%》となりました。 

⯟✵㈌≀の取扱㔞は、国内㈌≀ 5,254 トン《107.4%》、国㝿㈌≀ 21 トン《9.8%》、全体では、

5,275トン《103.4%》となりました。 

 

このような㍺㏦≧ἣの下、当♫は、安全・安心・快㐺を基本とした✵ ターミナルづくりに

努め、季⠇ごとのイベントや㣭り付けなどを以前にも増して施し、レストラン改修の支援、搭

乗待合室のカーペットの張替え、拭取り式⇿Ⓨ≀検査⨨のタ⨨、国㝿⥺旅客搭乗ᶫの更新、

国㝿⥺の共⏝チェックインシステムの導入に向けた取り⤌み、サイクルステーションの新タ➼

を⾜いました。 

  これらの⤖果、㐣去最㧗の売上㧗と当期⣧利┈をグ㘓した前期とẚべ➨ 4 四半期のῶ収によ

り、当期における業⦼は、売上㧗は 12 億 81 万円(対前年同期ẚ 93.2%)、営業利┈は 7,644 万

円(同 44.0%)、当期⣧利┈は 9,098万円(同 65.1%)となりました。 

 

売上㧗の内ヂについて、不動⏘収入は、テナント➼ 29 ♫の固定家㈤収入が 2億 8,163万円(同  

104.0㸣)と伸びた一方、ῶ便に伴う施タ使⏝料のῶ少などにより、5億 9,081 万円(同 101.0㸣)  

となりました。付帯事業収入は、免⛯売店の売上げが 3億 3,574万円(同 82.0㸣)とῶ少するな

ど㐠⯟便数や利⏝⪅数のῶ少の影㡪を受け、6億 999万円(同 86.7㸣)となりました。その⤖果、

売上㧗は、12億 81万円(同 93.2%)となりました。 

売上原価は、売上及び▼Ἔ売上➼のῶ少に伴い、3億 2,504万円(同 85.5㸣)となりました。 

㈍売㈝及び一⯡⟶⌮㈝は、人件㈝が 2億 6,128万円㸦同 105.8㸣㸧、≀件㈝が⥔持⟶⌮㈝や修

⧋㈝の増➼により 3 億 1,283 万円(同 116.2㸣)となり、これに⛒⛯公ㄢとῶ価償却㈝を合わせ   

7 億 9,932万円(同 108.8㸣)となりました。 

これらの⤖果、営業利┈は 7,644万円(同 44.0%)となりました。 

営業外㈝⏝は、新たな借り入れはなく、㛗期借入㔠の償㑏を㡰ㄪに⾜ったことにより、支払

利息は、78 万円(同 45.1㸣)で収まり、その⤖果、⤒常利┈は 7,731 万円(同 44.1㸣)となりま

した。 

≉別利┈には、5 ␒スポットの旅客搭乗ᶫのタ⨨に係る⿵助㔠、国㝿⥺の共⏝チェックイン

システムに係る⿵助㔠、拭取り式⇿Ⓨ≀検査⨨のタ⨨に係る⿵助㔠➼の収入をィ上していま

す。 

≉別損失は、救ㆤ室の⛣タタ⨨㈝⏝、ターミナルビルのネオンサインの改修工事に係る撤去

㈝⏝➼、固定㈨⏘㝖却損など 727万円をィ上しております。 

 

以上の⤖果、⛯引前当期⣧利┈は 1 億 3,184 万円(同 64.4㸣)、当期⣧利┈は 9,098 万円(同

65.1㸣)となりました。 
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岡山✵ 旅客実⦼⾲ 

      2019年度 2018年度   

      
旅客数 

㸦人㸧 

搭乗⋡

㸦㸣㸧 

旅客数 

㸦人㸧 

搭乗⋡

㸦㸣㸧 

対前年度

ẚ㸦㸣㸧 

定 期 便 

国内⥺ 

岡山㹼東京 1,058,911 75.4 1,103,308 75.1 96.0 

岡山㹼札幌 85,448 70.7 77,790 65.1 109.8 

岡山㹼Ἀ⦖ 99,320 79.4 91,986 79.2 108.0 

国内⥺(ィ㸧 1,243,679 75.4 1,273,084 74.7 97.7 

国㝿⥺ 

岡山㹼ソウル 70,021 64.8 100,799 72.6 69.5 

岡山㹼上ᾏ 57,015 70.6 66.738 73.7 85.4 

岡山㹼㤶  30,861 71.0 32,783 76.0 94.1 

岡山㹼台北 98,118 78.5 104,249 80.7 94.1 

国㝿⥺(ィ㸧 256,015 71.7 304,569 75.8 84.1 

定 期 便 ィ 1,499,694 74.7 1,577,653 74.9 95.1 

 国  内  ⥺ 3,066 65.3 3,209 62.6 95.5 

チャーター便 国  㝿  ⥺ 1,032 82.3 2,192 93.4 47.1 

  チャーター便ィ 4,098 68.9 5,401 72.3 75.9 

 合 ィ 1,503,792 74.7 1,583,054 74.9 95.0 

 

ソウル⥺は、2019年 11 月 19 日よりẖ日㐠⯟から㐌 4往復にῶ便となり、2020 年 3月 6 日から㐠

休となりました。 

上ᾏ⥺は、2020年 2月 11日から㐠休となりました。 

㤶 ⥺は、2020 年 1 月 15 日より㐌 3 往復から㐌 2 往復にῶ便となり、2 月 10 日から㐠休となり

ました。 

台北⥺は、2020年 3月 18日から㐠休となりました。 

チャーター便は、国内⥺は⛶内・中ᶆὠ・㟷森・✀子島・奄⨾➼への団体旅⾜、国㝿⥺はグアム

便、仁川便、アラスカ便、アンカレッジ便が㐠⯟されました。 

 

   

85.2 

岡山✵ ㈌≀実⦼⾲ 

 2019年度 2018年度 対前年度ẚ(㸣) 

国 内 ㈌ ≀ 5,254㹲 4,890㹲 107.4  

国 㝿 ㈌ ≀ 21㹲 214㹲 9.8  

合 ィ 5,275㹲 5,104㹲 103.4  

※ 国㝿㈌≀はコンテナ✚み㎸みが出来ないᶵ材のため利⏝が低㏞しています。 
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㸦㸰㸧タ備投㈨及び㈨㔠ㄪ㐩の≧ἣ 

当期におけるタ備投㈨の主なものは、ḟのとおりであり、⮬己㈨㔠で充当しております。 

・⇿Ⓨ≀検査⨨                      10,000千円 

      㸦2019 年 10月タ⨨㸧               㸦工具器具備品㸧 

・テナント厨房⣔排Ỉ⟶⤒㊰変更工事             12,500千円 

     㸦2020 年 1月完了㸧                㸦建≀付属タ備㸧 

  ・㸳␒スポット旅客搭乗ᶫ更新                71,000 千円 

      㸦2020 年 2月タ⨨㸧                 㸦ᶵ械⨨㸧 

  ・⤥Ἔ施タ㹒㸫㸰タンク底板改修                 14,927 千円 

      㸦2020 年 3月完成㸧                  㸦ᵓ⠏≀㸧 

  ・㜵ⅆシャッター危害㜵Ṇ⨨施工              10,650 千円 

      㸦2020 年 3月完了㸧                㸦建≀付属タ備㸧 

 

㸦㸱㸧会♫が対処すべきㄢ㢟 

2020 年度は新型コロナウイルスとの戦いでスタートしました。未▱のウイルスへの対応

のため、人の⛣動が基本ⓗに制㝈される中で、岡山桃太㑻✵ においても全便Ḟ⯟という

㛤 以来初めての≧ἣにおかれました。 

こうした≧ἣの中、✵ 利⏝⪅、テナント入居⪅、⫋員の安全を最優先に、⫋員一人ひ

とりができる感染予㜵対⟇の徹底並びに時差出勤のά⏝などを推㐍し、感染拡大を㜵ぐと

ともに、今回の⤒㦂を㋃まえ、㠀常時における対⟇の強化に取り⤌みます。さらに、新型

コロナウイルス収束後㏿やかに事業回復を図るため、持⥆ⓗな健全⤒営を前提に 2 年┠と

なる「岡山┴の✵の⋞㛵にふさわしい、安全・安心・快㐺な✵ ターミナルビルの実⌧」

を⤒営⌮念とする➨Ⅱ期中期⤒営ィ⏬㸦2019年度㹼2023 年度㸧を基本に、以下の事業方㔪

を柱とした基本戦␎を╔実に実⾜していきます。 

 

㸯㸬㔞ⓗ成㛗(旅客拡大)と㉁ⓗ変化(保安㧗度化)にも対応できる安全、保安推㐍体制をᵓ

⠏し、大つᶍ⮬↛⅏害を想定した㜵⅏対⟇の推㐍と早期復旧に係る対応力を向上させ、

徹底した「安全」の㏣ồによる人にやさしい✵ ターミナルづくりを┠指します。 

㸰㸬岡山┴や⤒῭団体➼との㐃携による新つ㊰⥺の⋓得や既存㊰⥺の拡充に✚極ⓗに協力

し、旅客ネットワークの拡充を図ります。また、㛵係⪅㛫の㐃携強化による一体ⓗ、

ᶵ動ⓗ受入体制のᵓ⠏への協力も✚極ⓗに⾜います。 

㸱㸬施タᶵ⬟の整備・㐠⏝強化を図り、サービス品㉁を更に向上させ、地域♫会・地域⤒

῭のⓎ展への取り⤌みを推㐍し、利⏝⪅に信㢗される㨩力ある✵ ターミナルづくり

を┠指します。 
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㸲㸬収┈性の向上とキャッシュフローを㔜どした㈈務戦␎のᵓ⠏、⤒営効⋡化の徹底、⫋

場⎔境の整備による⤌⧊ά性化を推㐍し、持⥆ⓗ健全⤒営を┠ⓗとした⤒営基┙の強

化に取り⤌んでいきます。 

㸳㸬働き方について、すべての役⫋員が心㌟共に『健康』かつ、ά力に‶ちた≧態で仕事

に取り㎸めるよう努め、㢼㏻しをⰋくすることで、原動力をㄏⓎし、持⥆ⓗ成㛗を促

す⫋場を展㛤します。 

 

㸦㸲㸧┤前㸱事業年度の㈈⏘及び損┈の≧ἣ 

区    分 
➨ 31期 

2016年度 

➨ 32 期 

2017年度 

➨ 33期 

2018年度 

➨ 34期(当期) 

2019年度 

売 上 㧗 (千円) 1,038,897 1,181,285 1,288,739 1,200,810 

当期⣧利┈(千円) 113,160 107,778 139,831 90,986 

㸯株当たり 

当期⣧利┈ (円) 
6,576円 78 㖹 6,264 円 01 㖹 8,126 円 87 㖹 5,288円 05 㖹 

⥲ ㈨ ⏘ (千円) 2,912,965 2,870,171 2,890,000 2,886,034 

⣧ ㈨ ⏘ (千円) 2,209,260 2,308,436 2,439,664 2,522,047 

㸯株当たり 

⣧㈨⏘㢠 (円) 
128,400円59㖹 134,164円61㖹 141,791円48㖹 146,579円54㖹 
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㸰㸬会♫のᴫせ 

 㸦㸯㸧主せな事業内容 

①㈚室業並びに倉庫、施タ、タ備及び器具の㈤㈚業 

②売店におけるほ光土⏘品➼の㈍売 

③⯟✵ᶵ⇞料の㈍売及び⤥Ἔ業務 

 㸦㸰㸧主せな営業所 

本 ♫ 岡山市北区日応寺 1277 ␒地 

⤥Ἔ所 岡山市南区ᾆ安南⏫ 640␒地 岡南㣕⾜場 

 㸦㸱㸧株式の≧ἣ 

①Ⓨ⾜する株式⥲数       40,000 株 

②Ⓨ⾜῭株式⥲数        17,206 株 

③当期末株主数                 42 名 

④主せ株主の持株 

区  分 

主せ株主 

持 株 数 

㸦株㸧 

㔠   㢠 

㸦千円㸧 

出㈨ẚ⋡ 

㸦㸣㸧 

岡山┴ 5,206  260,300 30.2 

全日本✵㍺株式会♫ 2,516  125,800 14.6 

株式会♫日本政⟇投㈨㖟⾜ 2,000  100,000 11.6 

日本⯟✵株式会♫   850   42,500  4.9 

株式会♫中国㖟⾜   680   34,000  3.9 

岡山市   580   29,000  3.3 

岡山┴旅客⮬動㌴事業協同⤌合   500  25,000  2.9 

 

㸦㸲㸧従業員の≧ἣ 

区  分 従 業 員 数 前期末ẚ増ῶ 平 均 年 㱋 平均勤⥆年数 

⏨ 30名 1名 47 ṓ 13 年 7月 

女 12名 0名 43 ṓ 8 年 5月 

ィ 42名 1名 45 ṓ 12 年 2月 

㸦※上グ従業員数は、契⣙♫員 2名、パート♫員 5名を含みます。㸧 

 

㸦㸳㸧㔜せなぶ会♫及び子会♫の≧ἣ 

    ヱ当事㡯はありません。 
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㸦㸴㸧㛗期借入㔠の借入先及び借入㢠 

借   入   先 
借   入   㢠 

㸦千円㸧 

借入先が所有する当♫の株式 

持株数 持株ẚ⋡ 

岡山┴ 2,869 5,206 株  30.2㸣  

株式会♫中国㖟⾜ 78,400 680 株  3.9㸣  

ィ 81,269   

㸦うち㸯年以内に㏉῭予定の㛗期借入㔠  27,756 千円㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸫7㸫 



㸦㸵㸧取⥾役及び┘査役の≧ἣ㸦2020 年 3 月 31日⌧在㸧 

役  ⫋  名 Ặ     名 主    た    る    ⫋    業 

代⾲取⥾役♫㛗 Ỉ川 宏一 岡山✵ ターミナル株式会♫ 

常務取⥾役 島  一⠊ 岡山✵ ターミナル株式会♫ 

取⥾役 梶川 政文 岡山┴旅客⮬動㌴事業協同⤌合 ⌮事㛗 

〃 㛛屋 ⚽⮧ 日本⯟✵株式会♫ 岡山支店㛗 

〃 栗⏣ Ὀṇ 岡山市 㒔市整備局㒔市・交㏻・公園担当局㛗 

〃 房㔝 文彦 岡山┴ ┴Ẹ⏕ά㒊㛗 

〃 常木 尚㝯 全日本✵㍺株式会♫ 岡山支店㛗 

〃 㧘㇂ 昌宏 岡山商工会㆟所 副会㢌 

〃 Ọ山 久人 公┈♫団ἲ人岡山┴バス協会 会㛗 

〃 小松 ㈼ 倉敷市 建タ局㛗 

〃 松⏣ ṇ己 株式会♫山㝧新⪺♫ 代⾲取⥾役♫㛗 

〃 宮㛗 㞞人 株式会♫中国㖟⾜ 取⥾役会㛗 

〃 安⏣ 和弘 岡山┴㎰業協同⤌合中央会 専務⌮事 

〃 小林 健二 岡山┴ ⏘業労働㒊㛗 

〃 Ώ㎶ ⚽幸 株式会♫日本政⟇投㈨㖟⾜ 岡山事務所㛗 

┘査役 末㛗 ⠊彦 岡山㏻㐠株式会♫ 取⥾役♫㛗 

〃 ▼井 Ύ⿱ 岡山商工会㆟所 副会㢌 

〃 安原  晃 岡山┴㈌≀㐠㏦株式会♫ 代⾲取⥾役会㛗 

 

(注) 当期中䛾取⥾役䛾異動 

(䠍)就任  

取⥾役 房㔝 文彦䚸常木 尚㝯䚸小松 ㈼治䚸小林 健二䛾各氏䛿䚸2019 年 6 月 24 日㛤催䛾 

第 33 期定時株主⥲会䛻䛚䛔䛶䚸新䛯䛻㑅任䛥䜜就任䛔䛯䛧䜎䛧䛯䚹 

  (䠎)㏥任 

     取⥾役 小林 章人䚸小林 ⿱明䚸原 孝吏䚸横田 有次の各Ặは、2019 年 6 月 24 日㛤催䛾 

第 33 期定時株主⥲会䛾終結䛾時䜢䜒䛳䛶䚸㏥任䛔䛯䛧䜎䛧䛯䚹 

 

㸦㸶㸧会ィ┘査人の≧ἣ 

会ィ┘査人の名⛠ ㈐任㝈定契⣙の内容のᴫせ 会ィ┘査人の報㓘の㢠 

イースト・サン┘査ἲ人 ㈐任㝈定契⣙は、⥾⤖しておりません。 年㢠 2,200 千円 
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㸱㸬業務の㐺ṇを☜保するための体制 

内㒊⤫制システムᵓ⠏の基本方㔪 

①取⥾役の⫋務の執⾜に係る情報の保存及び⟶⌮に㛵する体制 

      当♫は、取⥾役の⫋務執⾜に係る㟁☢ⓗグ㘓を含む文書、その他㔜せな情報を、ἲ令

及び♫内つ⛬に基づき、㐺ṇに保存及び⟶⌮します。 

②損失の危㝤の⟶⌮に㛵するつ⛬その他の体制 

当♫は、当♫の業務執⾜に係るリスクを≉定し、ㄆ㆑したうえで㐺切なリスク対応を

図ります。また、当♫の⤒営に㔜大な影㡪を与えるリスクがⓎ⌧した場合に備え、予め

必せな対応方㔪を整備し、Ⓨ⌧したリスクによる損失を最小㝈度にとどめるために必せ

な対応を⾜います。 

③取⥾役・使⏝人の⫋務の執⾜がἲ令及び定Ḱに㐺合することを☜保するための体制 

当♫は、ἲ令㑂守及び倫⌮⥔持㸦コンプライアンス㸧を業務㐙⾜上の最㔜せㄢ㢟のひ

とつとして位⨨づけ、取⥾役を含む役⫋員がとるべき⾜動の基‽・つ⠊を♧した「企業

⾜動基‽」「⾜動つ⠊」を制定し、嘱ク、ὴ㐵♫員を含む役⫋員全ての㐺⏝対㇟⪅に㑂

守をồめます。また、取⥾役及び使⏝人の業務㐙⾜におけるἲ令・♫内つ定・つ則➼の

㑂守≧ἣについて、日常ⓗに┦互┘どを⾜うとともに、定期ⓗな内㒊┘査により、ἲ令

及び定Ḱへの㐺合性を☜ㄆし、会♫⤒営に対する影㡪のホ価分析を⾜います。 

④取⥾役の⫋務執⾜が効⋡ⓗに⾜われることを☜保するための体制 

    取⥾役㸦または代⾲取⥾役㸧は、合⌮ⓗな⤒営方㔪の⟇定、全♫ⓗな㔜せ事㡯につい

て、検ウ・Ỵ定する会㆟体➼の有効なά⏝、各㒊㛛㛫の有効な㐃携の☜保のための制度

の整備・㐠⏝を⾜います。 取⥾役会のỴ定に基づく業務執⾜については、⤌⧊つ⛬、業

務分掌つ⛬において、それぞれの㈐任⪅及びその㈐任、執⾜手⥆のヲ⣽について定める

こととします。 

⑤株式会♫並びにそのぶ会♫及び子会♫から成る企業㞟団における業務の㐺性を☜保する

ための体制 

    当♫には、ぶ会♫並びに子会♫はありません。 

⑥┘査役がその⫋務を⿵助すべき使⏝人を⨨くことをồめた場合における当ヱ使⏝人に

㛵する事㡯及び当ヱ使⏝人の取⥾役からの⊂❧性に㛵する事㡯 

   当♫は、⌧在┘査役の⫋務を⿵助する使⏝人はおりませんが、┘査役からồめられた

場合には、┘査役と協㆟のうえ合⌮ⓗな⠊囲で㓄⨨することといたします。 また、当

ヱ使⏝人の任命・␗動➼人事ᶒに係る事㡯のỴ定には、┘査役の事前の同意を得ること

により、取⥾役からの⊂❧性を☜保いたします。 
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⑦取⥾役及び使⏝人が┘査役に報告するための体制その他の┘査役への報告に㛵する体

制及びその他┘査役の┘査が実効ⓗに⾜われていることを☜保するための体制  

当♫は、┘査役が定期ⓗに取⥾役または使⏝人から⫋務執⾜の≧ἣについて報告を受

けることができる体制を整備するとともに、┘査が実効ⓗに⾜われることを☜保するた

め⥲務㒊➼の㛵㐃㒊㛛が┘査役の業務を⿵助いたします。 
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  ㈚ 借 対 ↷ ⾲ 

㸦2020年 3月31日⌧在㸧 

㸦単位㸸千円㸧 

㈨   ⏘   の   㒊 ㈇   債   の   㒊 

⛉      ┠ 㔠     㢠 ⛉      ┠ 㔠     㢠 

ὶ動㈨⏘ 

   ⌧㔠及び㡸㔠 

   売掛㔠 

   商品 

  前払㈝⏝ 

  未収入㔠 

  その他 

 

固定㈨⏘ 

有形固定㈨⏘ 

   建≀ 

   建≀㝃属タ備 

   ᵓ⠏≀ 

   ᶵ械⨨ 

   ㌴両㐠搬具 

   工具器具備品 

 

↓形固定㈨⏘ 

   㟁ヰ加入ᶒ 

  ソフトウェア 

   その他 

 

投㈨その他㈨⏘ 

㛗期㡸け㔠 

保ド㔠 

その他 

932,600 

800,445 

12,031 

32,238 

2,495 

80,613 

4,776 

 

1,953,434 

 1,946,525 

1,239,239 

361,678 

87,165 

162,864 

1,299 

94,277 

 

5,194 

916 

4,278 

0 

 

 1,714 

1,100 

600 

14 

ὶ動㈇債 

   ㈙掛㔠 

   㸯年以内㏉῭予定 

㛗期借入㔠 

   未払㔠 

未払㈝⏝    

未払ἲ人⛯➼ 

   前受㔠 

   㡸り㔠 

   ㈹与引当㔠 

 

固定㈇債 

   㛗期借入㔠 

   ㏥⫋⤥付引当㔠 

   㡸り保ド㔠 

  㡸り敷㔠 

  ⧞延⛯㔠㈇債 

 

192,721 

4,305 

27,756 

47,808 

   62,060 

3,115 

32,758 

2,219 

 12,697 

      

171,266 

53,512 

79,312 

2,070 

33,790 

2,581 

 

㈇債合ィ   363,987 

⣧ ㈨ ⏘  の  㒊 

株主㈨本 

㈨本㔠 

利┈剰余㔠 

 利┈‽備㔠 

 その他利┈剰余㔠 

別㏵✚❧㔠 

  固定㈨⏘ 

  圧⦰✚❧㔠   

  ⧞㉺利┈剰余㔠 
 

2,522,047 

860,300 

1,661,747 

2,580 

1,659,166 

1,520,000 

78,757 

 60,409 

 

  ⣧㈨⏘合ィ 2,522,047 

㈨  ⏘  合  ィ 2,886,034 ㈇債・⣧㈨⏘合ィ 2,886,034 

㸦ὀ㸧グ㍕㔠㢠は、千円未‶を切り捨てて⾲♧しております。  
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損 ┈ ィ ⟬ 書 

(⮬ 2019 年 4 月 1日 ⮳ 2020年 3月 31日) 

 

(単位㸸千円)  

⛉   ┠ 㔠     㢠 

 Ⅰ売上㧗 

  不動⏘収入 

  付帯事業収入 

 Ⅱ売上原価 

 

590,811  

609,998  

 

1,200,810  

 

 

325,043  

  売上⥲利┈ 

 Ⅲ㈍売㈝及び一⯡⟶⌮㈝ 

 

 

875,766  

799,321  

  営業利┈ 

 Ⅳ営業外収┈ 

  受取利息 

  㞧収入 

 

 

 56  

1,601  

76,445  

 

 

1,658  

 Ⅴ営業外㈝⏝ 

  支払利息 

  㞧損失 

 

 786  

 5  

 

 

 791  

  ⤒常利┈ 

 Ⅵ≉別利┈ 

    固定㈨⏘売却┈ 

  ⿵助㔠収入 

Ⅶ≉別損失 

  固定㈨⏘売却損 

固定㈨⏘㝖却損 

固定㈨⏘圧⦰損 

 

 

1,501  

60,309  

77,312  

 

 

    61,811 

 

 

 

7,277 

 

   3,586  

2,915  

776  

  ⛯引前当期⣧利┈ 

  ἲ人⛯、住Ẹ⛯及び事業⛯ 

  ἲ人⛯➼ㄪ整㢠 

 

26,021  

14,837  

131,845  

  

40,859  

  当期⣧利┈   90,986  

㸦ὀ㸧グ㍕㔠㢠は、千円未‶を切り捨てて⾲♧しております。 
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株主㈨本➼変動ィ⟬書 

㸦⮬ 2019年 4月 1 日 ⮳ 2020 年 3月 31 日㸧 

 

㸦単位㸸千円㸧 
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株主㈨本 

⣧㈨⏘合ィ 

㈨本㔠 

利┈剰余㔠 

株主㈨本 

合ィ 
利┈‽備㔠 

その他の利┈剰余㔠 
利┈剰余㔠 

合ィ 
別㏵✚❧㔠 

固定㈨⏘ 

圧⦰✚❧㔠 

⧞㉺利┈ 

剰余㔠 

当期㤳ṧ㧗 860,300 1,720 1,410,000 47,868 119,775 1,579,364 2,439,664 2,439,664 

当期変動㢠         

剰余㔠の㓄当  860   △9,463 △8,603 △8,603 △8,603 

当期⣧利┈     90,986 90,986 90,986 90,986 

別㏵✚❧㔠の✚❧   110,000  △110,000 㸫 㸫 㸫 

固定㈨⏘圧⦰✚❧㔠

の✚❧ 
   37,214 △37,214 㸫 㸫 㸫 

固定㈨⏘圧⦰✚❧㔠

の取崩 
   △6,325 6,325 㸫 㸫 㸫 

株主㈨本㡯┠以外の 

当期変動㢠(⣧㢠) 
        

当期変動㢠合ィ 㸫 860 110,000 30,889 △59,366 82,383 82,383 82,383 

当期末ṧ㧗 860,300 2,580 1,520,000 78,757 60,409 1,661,747 2,522,047 2,522,047 

 (ὀ) グ㍕㔠㢠は、千円未‶を切り捨てて⾲♧しております。 



個別ὀグ⾲ 

 

㸯㸬 㔜せな会ィ方㔪に係る事㡯に㛵するὀグ 

  㸦㸯㸧㈨⏘のホ価基‽及びホ価方ἲ 

    棚卸㈨⏘…⛣動平均ἲによる原価ἲ 

     (㈚借対↷⾲価㢠については収┈性の低下に基づく⡙価切り下げの方ἲにより     

⟬定しております。㸧 

 

  㸦㸰㸧固定㈨⏘のῶ価償却の方ἲ 

    ①有形固定㈨⏘…定㢠ἲ 

    ②↓形固定㈨⏘…定㢠ἲ 

      なお、⮬♫利⏝のソフトウェアについては、♫内における利⏝可⬟期㛫㸦5年㸧     

に基づいております。 

 

  㸦㸱㸧引当㔠のィ上基‽ 

①㈹与引当㔠 

           従業員㈹与の支⤥に備えるため、支⤥対㇟期㛫に対応する支⤥ぢ㎸㢠     

をィ上しております。 

        ②㏥⫋⤥付引当㔠 

           従業員の㏥⫋⤥付に備えるため、当期末における㏥⫋⤥付債務及び年     

㔠㈨⏘のぢ㎸㢠に基づき、当期末においてⓎ⏕しているとㄆめられる㢠をィ上して

おります。 

 

 㸦㸲㸧ᾘ㈝⛯➼の会ィ処⌮ 

ᾘ㈝⛯➼の会ィ処⌮は、⛯抜き方式によっております。 

 

㸰.㈚借対↷⾲に㛵するὀグ 

有形固定㈨⏘のῶ価償却⣼ィ㢠    5,188,240 千円 

 

㸱㸬株主㈨本➼変動ィ⟬書に㛵するὀグ 

㸦㸯㸧当事業年度の末日におけるⓎ⾜῭株式の✀㢮及び⥲数 

     普㏻株式   17,206株 
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㸦㸰㸧剰余㔠の㓄当に㛵する事㡯 

   ①㓄当㔠支払㢠 

決 ㆟ 株式䛾種㢮 㓄当㔠䛾⥲㢠 
1株当䛯䜚 

㓄当㢠 
基準日 効力発生日 

2019年6月24日 

定時株主⥲会 
普㏻株式 8,603千円 500円 2019年3月31日 2019年6月25日 

 

   ②基‽日が当事業年度に属する㓄当のうち、㓄当の効力Ⓨ⏕日が⩣事業年度になる

もの 

決㆟予定 株式䛾種㢮 㓄当䛾原㈨ 
㓄当㔠䛾 

⥲㢠 

1株当䛯䜚

㓄当㢠 
基準日 効力発生日 

2020年6月22日 

定時株主⥲会 
普㏻株式 利益剰余㔠 8,603千円 500円 2020年3月31日 2020年6月23日 

 

㸲㸬⛯効果会ィに㛵するὀグ 

   ⧞延⛯㔠㈨⏘及び⧞延⛯㔠㈇債のⓎ⏕の原因別内ヂ 

    ⧞延⛯㔠㈨⏘ 

     ㈹与引当㔠              3,866 千円 

     未払♫会保㝤料             584 千円 

       未払事業⛯               908千円 

       未払事業所⛯              689千円 

     ㏥⫋⤥付引当㔠            24,150 千円 

     ῶ価償却㈝㉸㐣㢠           1,700 千円 

          ィ               31,900千円 

    ⧞延⛯㔠㈇債 

     固定㈨⏘圧⦰✚❧㔠         △34,481 千円 

        ィ              △34,481 千円 

  ⧞延⛯㔠㈇債の⣧㢠              2,581 千円 

 

㸳㸬リースにより使⏝する固定㈨⏘に㛵するὀグ 

     ㈚借対↷⾲にィ上した固定㈨⏘のほか、事務ᶵ器➼の一㒊については、所有ᶒ⛣㌿外 

ファイナンス・リース契⣙により、使⏝しております。 
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㸴㸬㔠⼥商品に㛵するὀグ 

 㸦㸯㸧 㔠⼥商品の≧ἣに㛵する事㡯 

当♫は、㈨㔠㐠⏝について▷期ⓗな㡸㔠➼に㝈定し、㖟⾜➼㔠⼥ᶵ㛵からの借入に

より、㈨㔠をㄪ㐩しております。 

 売掛㔠に係る㢳客の信⏝リスクは、事前に㈨㉁をㄪ査することにより、リスク低ῶ

を図っております。 

 借入㔠は、主として建タ㈨㔠及び増改⠏㈨㔠➼のために借入れたものであります。

これ以外には、㐠㌿㈨㔠を含め㖟⾜➼からの借入はありません。 

 

㸦㸰㸧 㔠⼥商品の時価➼に㛵する事㡯 

    2020 年 3 月 31 日㸦当期のỴ⟬日㸧における㈚借対↷⾲ィ上㢠、時価及びこれらの

差㢠については、ḟのとおりであります。 

 㸦単位㸸千円㸧 

 ㈚借対↷⾲ィ上㢠 時  価 差  㢠 

(1) ⌧㔠及び㡸㔠    800,445    800,445 ― 

(2) 売掛㔠     12,031     12,031 ― 

(3) 未収入㔠     80,613     80,613 ― 

(4) ㈙掛㔠 㸦4,305㸧 㸦4,305㸧 ― 

(5) 㛗期借入㔠 㸦81,269㸧 㸦80,286㸧      △982 

※ ㈇債にィ上されているものについては、㸦 㸧で♧しております。 

㸦ὀ㸧㔠⼥商品の時価の⟬定方ἲ 

(1)⌧㔠及び㡸㔠、並びに (2)売掛㔠及び (3)未収入㔠 

これらは、▷期㛫でỴ῭され、時価は帳⡙価㢠にほぼ➼しいことから、当ヱ

帳⡙価㢠によっております。 

(4)㈙掛㔠 

これらは、▷期㛫でỴ῭され、時価は帳⡙価㢠にほぼ➼しいことから、当ヱ

帳⡙価㢠によっております。 

(5)㛗期借入㔠 

㛗期借入㔠の時価について、元㔠利の合ィ㢠を同ᵝの新つ借入を⾜った場合

に想定される利⋡で割引いて⟬定する方ἲによっております。 
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㸵㸬㈤㈚➼不動⏘に㛵するὀグ 

 㸦㸯㸧 ㈤㈚➼不動⏘の≧ἣに㛵する事㡯 

    当♫は、岡山市において、㈤㈚➼不動⏘として使⏝される㒊分を含む✵ ターミナル

ビルを有しております。 

 

 㸦㸰㸧 ㈤㈚➼不動⏘の時価に㛵する事㡯 

    ㈤㈚➼不動⏘の㈚借対↷⾲ィ上㢠及び時価は、ḟのとおりであります。 

㸦単位㸸千円㸧 

㈚借対↷⾲ィ上㢠 時  価 

1,163,950 1,434,476 

(ὀ 1) ㈚借対↷⾲ィ上㢠は、取得原価からῶ価償却⣼ィ㢠を控㝖した㔠㢠であります。 

(ὀ 2) 当期末の時価は、固定㈨⏘⛯ホ価㢠を使⏝しております。 

 

㸶㸬㛵㐃当事⪅との取引に㛵するὀグ 

  ぶ会♫及びἲ人主せ株主                       (単位㸸千円) 

属性 名 ⛠ 

㆟Ỵᶒ➼の

(⿕所有) 

割合 

㛵㐃当事⪅

との㛵係 

取引の 

内容 
取引㔠㢠 ⛉ ┠ 期末ṧ㧗 

その他の

㛵係会♫ 
岡山┴ 30.2% 

⿵助㔠の 

受入 
⿵助㔠収入 11,425 未収入㔠 6,050 

主せ株主

(会♫➼) 

全日本✵㍺ 

株式会♫ 
14.6% 

不動⏘㈤㈚

役員の受入 

売上㧗 

(ὀ 1) 
119,915   

前受㔠 

未収入㔠 

10,510 

398 

取引条件及び取引条件のỴ定方㔪➼ 

(ὀ 1)価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案して交΅の上でỴ定しております。 

(ὀ 2)取引㔠㢠にはᾘ㈝⛯➼を含めておりません。期末ṧ㧗にはᾘ㈝⛯➼を含めております。 

 

㸷㸬㸯株当たり情報に㛵するὀグ 

㸯株当たり⣧㈨⏘㢠                 146,579円 54 㖹 

   㸯株当たり当期⣧利┈              5,288円 05 㖹 

 

㸯㸮㸬㔜せな後Ⓨ事㇟に㛵するὀグ 

新型コロナウイルス感染の感染拡大により、⩣期以㝆の㈈⏘及び損┈の≧ἣに㔜せな影

㡪を与える可⬟性があります。影㡪㢠については、⌧時Ⅼで合⌮ⓗにぢ✚もることは困㞴で

あります。 
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⊂❧┘査人の┘査報告書 

2020年㸳月 15日 

岡山✵ ターミナル株式会♫  

取⥾役会 御中 

イースト・サン┘査ἲ人 

指  定  ♫  員 
公ㄆ会ィ士 Ἴ戸 ⵇ ㊞ 

業 務 執 ⾜ ♫ 員 

 

┘査意ぢ 

当┘査ἲ人は、会♫ἲ➨436条➨㸰㡯➨㸯号のつ定に基づき、岡山✵ ターミナル株式会♫の2019年㸲

月㸯日から2020年㸱月31日までの➨34期事業年度のィ⟬書㢮、すなわち、㈚借対↷⾲、損┈ィ⟬書、株主

㈨本➼変動ィ⟬書及び個別ὀグ⾲並びにその㝃属明⣽書㸦以下「ィ⟬書㢮➼」という。㸧について┘査を

⾜った。 

当┘査ἲ人は、上グのィ⟬書㢮➼が、我が国において一⯡に公ṇ妥当とㄆめられる企業会ィの基‽に‽

拠して、当ヱィ⟬書㢮➼に係る期㛫の㈈⏘及び損┈の≧ἣを、すべての㔜せなⅬにおいて㐺ṇに⾲♧して

いるものとㄆめる。 

 

┘査意ぢの根拠 

当┘査ἲ人は、我が国において一⯡に公ṇ妥当とㄆめられる┘査の基‽に‽拠して┘査を⾜った。┘査

の基‽における当┘査ἲ人の㈐任は、「ィ⟬書㢮➼の┘査における┘査人の㈐任」にグ㍕されている。当

┘査ἲ人は、我が国における⫋業倫⌮に㛵するつ定に従って、会♫から⊂❧しており、また、┘査人とし

てのその他の倫⌮上の㈐任を果たしている。当┘査ἲ人は、意ぢ⾲明の基♏となる十分かつ㐺切な┘査ド

拠を入手したと判断している。 

 

ィ⟬書㢮➼に対する⤒営⪅並びに┘査役の㈐任 

⤒営⪅の㈐任は、我が国において一⯡に公ṇ妥当とㄆめられる企業会ィの基‽に‽拠してィ⟬書㢮➼を

作成し㐺ṇに⾲♧することにある。これには、不ṇ又はㄗㅸによる㔜せな偽⾲♧のないィ⟬書㢮➼を作

成し㐺ṇに⾲♧するために⤒営⪅が必せと判断した内㒊⤫制を整備及び㐠⏝することが含まれる。 

ィ⟬書㢮➼を作成するに当たり、⤒営⪅は、⥅⥆企業の前提に基づきィ⟬書㢮➼を作成することが㐺切

であるかどうかをホ価し、我が国において一⯡に公ṇ妥当とㄆめられる企業会ィの基‽に基づいて⥅⥆企

業に㛵する事㡯を㛤♧する必せがある場合には当ヱ事㡯を㛤♧する㈐任がある。 

┘査役の㈐任は、㈈務報告プロセスの整備及び㐠⏝における取⥾役の⫋務の執⾜を┘どすることにある。 

 

ィ⟬書㢮➼の┘査における┘査人の㈐任 

┘査人の㈐任は、┘査人が実施した┘査に基づいて、全体としてのィ⟬書㢮➼に不ṇ又はㄗㅸによる㔜

せな偽⾲♧がないかどうかについて合⌮ⓗな保ドを得て、┘査報告書において⊂❧の❧場からィ⟬書㢮

➼に対する意ぢを⾲明することにある。偽⾲♧は、不ṇ又はㄗㅸによりⓎ⏕する可⬟性があり、個別に

又は㞟ィすると、ィ⟬書㢮➼の利⏝⪅の意思Ỵ定に影㡪を与えると合⌮ⓗにぢ㎸まれる場合に、㔜せ性が

あると判断される。 

㸫18㸫 



┘査人は、我が国において一⯡に公ṇ妥当とㄆめられる┘査の基‽に従って、┘査の㐣⛬を㏻じて、

⫋業ⓗ専㛛家としての判断を⾜い、⫋業ⓗ懐心を保持して以下を実施する。 

・ 不ṇ又はㄗㅸによる㔜せな偽⾲♧リスクを㆑別し、ホ価する。また、㔜せな偽⾲♧リスクに対応

した┘査手⥆を❧案し、実施する。┘査手⥆の㑅択及び㐺⏝は┘査人の判断による。さらに、意ぢ⾲明

の基♏となる十分かつ㐺切な┘査ド拠を入手する。 

・ ィ⟬書㢮➼の┘査の┠ⓗは、内㒊⤫制の有効性について意ぢ⾲明するためのものではないが、┘査人

は、リスクホ価の実施に㝿して、≧ἣに応じた㐺切な┘査手⥆を❧案するために、┘査に㛵㐃する内㒊

⤫制を検ウする。 

・ ⤒営⪅が採⏝した会ィ方㔪及びその㐺⏝方ἲの㐺切性、並びに⤒営⪅によって⾜われた会ィ上のぢ✚

りの合⌮性及び㛵㐃するὀグ事㡯の妥当性をホ価する。 

・ ⤒営⪅が⥅⥆企業を前提としてィ⟬書㢮➼を作成することが㐺切であるかどうか、また、入手した┘

査ド拠に基づき、⥅⥆企業の前提に㔜せな⩏を⏕じさせるような事㇟又は≧ἣに㛵して㔜せな不☜実

性がㄆめられるかどうか⤖ㄽ付ける。⥅⥆企業の前提に㛵する㔜せな不☜実性がㄆめられる場合は、┘

査報告書においてィ⟬書㢮➼のὀグ事㡯にὀ意を喚㉳すること、又は㔜せな不☜実性に㛵するィ⟬書㢮

➼のὀグ事㡯が㐺切でない場合は、ィ⟬書㢮➼に対して㝖外事㡯付意ぢを⾲明することがồめられてい

る。┘査人の⤖ㄽは、┘査報告書日までに入手した┘査ド拠に基づいているが、将来の事㇟や≧ἣによ

り、企業は⥅⥆企業として存⥆できなくなる可⬟性がある。 

・ ィ⟬書㢮➼の⾲♧及びὀグ事㡯が、我が国において一⯡に公ṇ妥当とㄆめられる企業会ィの基‽に

‽拠しているかどうかとともに、㛵㐃するὀグ事㡯を含めたィ⟬書㢮➼の⾲♧、ᵓ成及び内容、並びに

ィ⟬書㢮➼が基♏となる取引や会ィ事㇟を㐺ṇに⾲♧しているかどうかをホ価する。 

 

┘査人は、┘査役に対して、ィ⏬した┘査の⠊囲とその実施時期、┘査の実施㐣⛬で㆑別した内㒊⤫制

の㔜せな不備を含む┘査上の㔜せなⓎぢ事㡯、及び┘査の基‽でồめられているその他の事㡯について報

告を⾜う。 

 

利害㛵係 

会♫と当┘査ἲ人又は業務執⾜♫員との㛫には、公ㄆ会ィ士ἲのつ定によりグ㍕すべき利害㛵係はない。 

 

以  上  
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┘査役の┘査報告書 ㅞ本 

 

┘ 査 報 告 書 

 

2020年 5月 19日 

 

 当┘査役は、2019年 4月 1日から 2020年 3月 31日までの➨ 34期事業年度の取⥾役の⫋務の

執⾜を┘査いたしました。その方ἲ及び⤖果につき以下のとおり報告いたします。 

 

㸯㸬 ┘査役の┘査の方ἲ及びその内容 

┘査役は、取⥾役➼及び会ィ┘査人からその⫋務の執⾜≧ἣについて報告を受け、必せに応じ

てㄝ明をồめました。 

各┘査役は、取⥾役、その他の使⏝人➼と意思㏻を図り、情報の収㞟及び┘査の⎔境の整備

に努めるとともに、取⥾役会その他㔜せな会㆟に出席し、取⥾役及び使⏝人➼からその⫋務の執

⾜≧ἣについて報告を受け、必せに応じてㄝ明をồめ、㔜せなỴ書㢮➼を㜀ぴし、業務及び㈈

⏘の≧ἣをㄪ査いたしました。また、取⥾役の⫋務の執⾜がἲ令及び定Ḱに㐺合することを☜保

するための体制、その他株式会♫の業務の㐺ṇを☜保するために必せなものとして、会♫ἲ施⾜

つ則➨ 100条➨ 1㡯及び➨ 3㡯に定める体制の整備に㛵する取⥾役会Ỵ㆟の内容及び当ヱỴ㆟に

基づき、整備されている体制(内㒊⤫制システム)の≧ἣを検ドいたしました。以上の方ἲに基づ

き、当ヱ事業年度に係る事業報告及びその㝃属明⣽書について、検ウいたしました。 

さらに、会ィ┘査人が⊂❧の❧場を保持し、かつ、㐺ṇな┘査を実施しているかを┘ど及び検

ドするとともに、会ィ┘査人からその⫋務の執⾜≧ἣについて報告を受け、必せに応じてㄝ明を

ồめました。また、会ィ┘査人から「⫋務の㐙⾜が㐺ṇに⾜われていることを☜保するための体

制」(会♫ィ⟬つ則➨ 131 条各号に掲げる事㡯)を「┘査に㛵する品㉁⟶⌮基‽」(平成 17 年 10

月 28日企業会ィ審㆟会)➼に従って整備している旨の㏻▱を受け、必せに応じてㄝ明をồめまし

た。以上の方ἲに基づき、当ヱ事業年度に係るィ⟬書㢮(㈚借対↷⾲、損┈ィ⟬書、株主㈨本➼

変動ィ⟬書及び個別ὀグ⾲)及びその㝃属明⣽書について、検ウいたしました。 
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㸰㸬 ┘査の⤖果 

㸦㸯㸧事業報告➼の┘査⤖果 

一 事業報告及びその㝃属明⣽書は、ἲ令及び定Ḱに従い、会♫の≧ἣをṇしく♧している

ものとㄆめます。 

二 取⥾役の⫋務の執⾜に㛵する不ṇの⾜Ⅽ、又はἲ令もしくは定Ḱに㐪反する㔜大な事実

は、ㄆめられません。 

三 内㒊⤫制システムに㛵する取⥾役会Ỵ㆟の内容は、┦当であるとㄆめます。また当内㒊

⤫制システムに㛵する取⥾役の⫋務の執⾜についても、指摘すべき事㡯は、ㄆめられませ

ん。 

 

㸦㸰㸧ィ⟬書㢮及びその㝃属明⣽書の┘査⤖果 

会ィ┘査人イースト・サン┘査ἲ人の┘査方ἲ及び⤖果は、┦当であるとㄆめます。 

以 上 

 

 

               岡山✵ ターミナル株式会♫ ┘査役 

 

┘ 査 役 末㛗 ⠊彦  ㊞ 

 

┘ 査 役 ▼井 Ύ⿱  ㊞ 

 

┘ 査 役 安原  晃   ㊞ 
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